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岡崎　隆二 宮大工 23 （株）岡崎寺社工務
店

寺社建築の再建工事においては，手間を惜
しむことなく良材の選定を行い，伝統的技法
をもって，失われた寺社の建築物を新たに
建立する技能に優れている。また，県内幾
多の歴史的建造物や重要文化財，被爆建
物の修復に携わり，地域社会に貢献してき
た。平成２４年度厚生労働大臣表彰受賞
（現代の名工）

奥迫　義則 アーク溶接工 23 三菱重工業（株）
機械・鉄構事業本
部機械事業部

溶接作業の中で最も難易度が高いとされる
「全姿勢による完全溶け込み溶接」におい
て，港湾荷役用クレーンや製鉄所において
溶鋼・溶銑などを搬送するレードルクレーン
の製造に関し高度な技術を有する。

久保田　修示 手込造形工 23 日鋼マテリアル
（株）

フラン砂クローズドシステム導入時期にフラ
ン砂の改善を行い，鋳物の品質向上，作業
能率の向上を達成した。また，模型の構造，
造型要領，鋳込み要領を指示する技術要領
書であり，品質，コストを決定する重要な要
領図である鋳造法案図の改善に取り組み，
品質向上及びコスト低減に取り組んだ。

齋藤　薫 自動車板金工 23 マツダ（株） 自動車のボディ製造のミグ溶接において，
薄板に発生した溶接ひずみをて仕上げに
よって12/1000mm以内に継ぎ目を感じさせ
ない仕上げる技能に優れている。また，社
内の卓越技能者養成コースにおいて継承
者の育成に尽力している。平成２４年度厚
生労働大臣表彰受賞（現代の名工）

平　暉重 清酒製造工 23 ㈱醉心山根本店 酒造における全ての工程（洗米，浸漬，蒸
米，麹つくり，酛造り，醪，醗酵，仕込み，圧
搾，濾過，貯蔵）を修得している。また，洗米
工程・麹つくり等において機械化を推進し，
生産性の向上に貢献してきた。製造工程の
改良等作業の合理化，機械化を推進してき
た。現場で自らの技能を伝承する等，後進
指導育成にも積極的に取り組んでいる。

寺本　末雄 旋盤工 23 （株）日本製鋼所
広島製作所

スリーブ，プランジャー等の精密油圧部品製
造に関わる旋盤加工について卓越した技能
を持ち，開発製品の試作・新製品の加工を
担当して新技術を確立した。また，ピストン
ロッド旋削仕上げ技術を確立したことで，大
幅に工程短縮が図れた。

椋田　次郎 表具師 23 むくだ内装表具店 昭和43年に襖製造の下張りに関して「張り
合わせ胴張り紙（2重胴張り紙）」を考案し
た。考案した「張り合わせ胴張り紙」はハトロ
ン紙とハンプ紙を漉き合わせた紙であり，作
業工程の短縮を達成した。

吉田　稔三 電気配線工事
作業者

23 ㈱中電工 電気工事作業者として長年従事。特に配
線・配管工事について，高低圧ケーブル配
線・接続・端末処理，金属管工事，合成樹皮
管工事，可とう電線管工事に優れた技能を
有している。尾崎　武則 中華料理調理

人
24 団欒亭ー 中国料理に長年従事し，中国料理の数多く

の調理技術を有している。

清水　潔 理容師 24 (有)クラウン・エリー
ト

頭髪の刈り込み技術を確立し，はさみを一
定時間同じ速度で開閉する技術を日々の訓
練から生み出し，現在の刈り込みスタイル
は，その技能が基礎となっており，標準化さ
れている。
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竹下　徹 旋盤工 24 株式会社ＩＨＩ航空
宇宙事業本部呉第
二工場

航空エンジンの最重要部品であるメインシャ
フトの製造に長年従事。ＮＣ旋盤では加工し
きれない高精度で難易度の高い切削を汎
用旋盤において匠の技で加工できる技能を
有している。

徳永　泰之 フライス盤工 24 三菱重工（株）
機械・鉄構事業本
部機械事業部

ハウジングの機械加工において卓越した知
識と技能を有している。顧客先の要求仕様
によっては製鉄機械自体の大きさが異なる
が，長年の経験とずば抜けた知識による瞬
時の的確な判断・指示・指導により，ハイグ
レードな機械加工品質を維持している。

中垣　雅弘 機械部品組立
工

24 三菱重工業（株）
機械・鉄構事業本
部
先端機器事業推進
部

加速器製品の製造に長年従事して培った知
識・技能を有しており，ろう材の裁断・セット
は0.5mm，セルの組立は数十μmの精度で
行うことができる。また，1m当たり0.1mm以
内の厳しい直線度を確保しながら精度の高
い加速器組立を行うことができる。

中原　月男 西洋料理調理
人

24 (株)リーベリア 洋食調理に長年従事し培った知識・技能を
有しており，特に冷製料理は，世界料理オリ
ンピックに出場するなど数々の国際大会に
出展し食育，日本の食文化の発展向上に
努めている。

西原　弘光 鋳込工 24 マツダ株式会社 自動車製造における素材領域において鋳
造作業に長年従事。内製化による消耗部品
の形状，素材重量を算出し，歩留まりを考
慮した方案決定，さらに寿命を延長させる改
善と高品質な鋳物をつくる技能及び生産設
備のロスを顕在化し不具合箇所の調査・分
析・改善ができる技能を有している。

岩井　紀行 表具師 25 岩井内装 伝統的な表装技術を習得し，技能の普及発展に
努めた。広島北部内装表具協議会を発足させ，
表具業の経営者が技能を伝え合う場を設け，一
級技能士として技術向上に寄与し，業界を牽引
した。

岡本　敏博 工具類製造工 25 ツボサン（株） ヤスリ製造の重要工程である目立て工程に長年
従事し，技能五輪で使用される専用のヤスリの
企画・開発・製造に深く携わってきた。また，不良
となってしまった製品の改善を行うスキルや品質
改善の糸口を明示することにより高品質の製品
の製造を促すスキルを活かし，若い技能者に指
導を行っている。

田川　幸二 配電線架線工 25 (株)中電工 活線作業用器具の技能に熟練し，活線作業用器
具の開発及びその器具を使用した工法を開発
し，その技能・技術は現場において標準化され，
広く使用されている。配電設備の停電を伴わな
い工事の機材及び工法の開発に従事し，その工
法は現場において標準化され幅広く使用されて
いる。平成２７年度厚生労働大臣表彰受賞（現
代の名工）　平成２９年度秋の褒章（黄綬褒章）
受章

野口　憲雄 金属手仕上工 25 マツダ（株） 難易度の高い計上仕上げを短時間で10μ以内
に仕上げることができる。また表面がの硬化膜
がはがれた際の表面処理の種類に対応した溶
接ができ溶接部の継ぎ目も手で判断できる技能
がある。新人社員教育，中堅作業者教育等，個
人の実力に応じた指導を行っている。
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米花　俊明 畳工 25 米花畳店 寺社仏閣に使われる特殊道具畳（有職畳）の製
作において優れた技能を有し，また，拝敷・二畳
台・茶室円型二畳のような高い技能で作られた
作品が専門誌に取り上げられ全国同業者の尊
敬を集めるところとなった。主席技能検定委員・
中央技能検定委員・技能グランプリ競技委員を
務め，様々な後進技能者の育成に関与されてい
る。平成２６年度厚生労働大臣表彰受賞（現代
の名工）　平成２８年度秋の褒章（黄綬褒章）受
章

来山　淳平 い草製品製造工 26 広島県藺業協会 「びんご畳表」の代名詞と称される「中継畳表」の
第一人者の指導を受け後継者として公認を受け
た。日本の足踏型手織中継表職人第一人者で
ある。徳島県開催の「麻のフェスティバル」や，県
立博物館での出前授業実演，近域の小中高等
学校への出前授業等を継続して行い，中継畳表
の普及に努めている。平成２７年度厚生労働大
臣表彰受賞（現代の名工）　平成２９年度秋の褒
章（黄綬褒章）受章

笹田　實 セメント焼成工 26 山陽白色セメント㈱ セメントの原料を高温加熱する工程において火
力の調整と高温でのクリンカ生成を制御する高
い技能を有し，また，ホワイトセメントの製造方法
を熟知した国内でも少ない製造工の一人であ
る。安定作業基準部会長として15年間の無災害
継続に寄与してきた。

清水　充 配電・制御装置
修理工

26 西川ゴム工業㈱
吉田工場

設備保全担当者として，工場のユーティリティー
関係をはじめ個々の設備のトラブル対応，メンテ
ナンスに優れた知識，技能をもって業務を行って
いる。

藤村　敦志 冷間圧延工 26 独立行政法人
造幣局広島支局

圧延作業工程において圧延板の厚さを1/1000
㎜単位で制御する必要があり，その技能に精通
している。圧延板製造工程一局集約と二交替制
勤務導入の際，設備の改良に着手し貨幣製造計
画を達成させた。平成２８年度厚生労働大臣表
彰受賞（現代の名工）

松本　雅志 数値制御金属工
作機械工

26 三菱重工業（株）
三原製作所

印刷シリンダー加工において2ｍの加工に対して
許容誤差0.1㎜の加工を技能でカバーできる。ま
た，螺旋溝加工の技能に長け，工具改善により
加工時間を短縮させ経費削減効果を創出した。
平成２７年度厚生労働大臣表彰受賞（現代の名
工）　平成２９年度秋の褒章（黄綬褒章）受章

森田　充泰 機械修理工 26 ＪＦＥスチール㈱
西日本製鉄所
（福山地区）

世界最高水準の技術を開発している冷間圧延設
備の管理・改善業務に携わり製鉄業界の設備管
理技術向上に多大なる貢献を果たした。リンガー
ロールの寿命延長に関する改善・改造方法を確
立し高品質製品の安定供給に貢献した。平成２
７年度厚生労働大臣表彰受賞（現代の名工）
平成２９年度秋の褒章（黄綬褒章）受章

大籠　茂利 金属材料原料工 27 ＪＦＥスチール㈱
西日本製鉄所
（福山地区）

焼結鉱製造技能及び焼結プロセスの設備改善
に優れた技能を有しており，高品質焼結鉱の製
造基準を確立するなど，焼結鉱の製造や焼結製
造プロセスの設備改善において，業界全体にき
わめて大きく貢献した。
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谷口　宜伸 建築板金工 27 谷口鈑金有限会社 日本の社寺建築における板金技法に優れ，そこ
から独自に開発した今までにない新しい建築物
の装飾品として，銅製の昆虫や植物を製作する
技能を有する。
その作品は，銅の持つ安らぎや癒しを世間に広
めるとともに，建築板金工の認知度向上に貢献
している。

豊田　保 旋盤工 27 株式会社ＩＨＩ
航空宇宙事業本部呉
第二工場

航空エンジンの重要部品の製造に長年従事し，
チタン合金，ニッケル合金などの超難削材を，薄
物，長物，複雑形状に切削する技能を有してい
る。
航空エンジン部品の工事立上げに際して多くの
治工具を考案するなど，近年の民間航空エンジ
ンビジネスの成長を支えた。

山中　修 形鋼圧延工 27 ＪＦＥスチール㈱
西日本製鉄所
（福山地区）

形鋼圧延の高能率化及びレール・造船用形鋼の
寸法精度・形状精度の高精度化等において優れ
た技術を有し，形状用制御ローラーを圧延材に
追随させる製造技術の開発等により，造船用形
鋼の高品質化に貢献した。また，レールの熱処
理設備改造及び冷却条件等を確立し，世界最高
レベルの高強度レールの安定製造を可能とし
た。

吉田　直和 電気機械器具保
守工

27 独立行政法人
造幣局広島支局

貨幣製造業務での地金を溶解し圧延板を製造す
る溶解圧延工程において，各設備の定期点検の
保守を正確かつ迅速に行う優れた技能を有して
いる。
この技能を用いた数多くの独創的な設備改善に
より，貨幣の安定供給に貢献した。平成２８年度
厚生労働大臣表彰受賞（現代の名工）

吉村　明彦 配電・制御装置
修理工

27 西川ゴム工業㈱
三原工場

設備保全担当者として，工場のユーティリティ関
係をはじめ，生産設備のトラブル対応に優れた
技能を持ちっている。
ウェザーストリップ（自動車用ゴム製シール）製品
製造過程において，工程のロボット化やセルナビ
ゲーションシステムの開発により生産能力を向
上させた。

川上　真一 機械修理工 28 ＪＦＥスチール㈱
西日本製鉄所
（福山地区）

溶接管及び薄板製造ラインの機械保全に従事
し，能力拡大・品質向上の様々な課題に対し改
善を進め，複数の特許登録がなされている。そ
の技能を共通的基準書として体系化する等，後
進技能者への指導・育成に尽力している。平成２
９年度厚生労働大臣表彰受賞（現代の名工），
令和元年度秋の褒章（黄綬褒章）受章

川口　典俊 金属製品計数
検査工

28 独立行政法人
造幣局広島支局

適正な品質の貨幣を封入・封緘する検査作業に
おいて，貨幣検査機の判定精度の改善や，自動
封入封緘装置の袋掴み方法の改善などを行っ
た。1/100㎜単位で行う計数機の難しい調整を貨
種ごとに的確に行い，その技能は群を抜いてい
る。

川野　隆史 味そ製造工 28 株式会社ますやみそ 「圧力酵素分解装置」を用いて，食塩を使用せ
ず，短期間で味そを製造する技能を生み出した。
また，乾燥状態でなければ安定しない「難消化性
デキストリン」の効果が「生みそ」であっても低下
しない製法を生み出し，実用新案登録された。
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幸田　康夫 表具師 28 寺田内装表具店 寺院等の表装・表具を多く手掛け，業界への貢
献，優れた表装技術は折り紙つきである。積極
的・継続的に後進の指導・育成に取り組み，現在
も技能検定表装職種受検のための指導を行って
いる。平成30年度厚生労働大臣表彰受賞（現代
の名工）

大尾　武壽 数値制御金属
工作機械工

28 株式会社ＩＨＩ
航空宇宙事業本部呉
第二工場

航空エンジンのディスク部品の切削について，豊
富な経験と確かな知識をもって安定した品質を
確保する技術と技能を有している。
ディスク，シャフト部品など回転部品の孔明け，
ミーリング加工工程を試作段階から量産できる
段階まで創り込むなど，近年の航空エンジンビジ
ネスの大きな成長を支えてきた。

永井　孝彦 数値制御金属
工作機械工

28 三菱重工業㈱
三原製作所

オフセット印刷輪転機の折り機ロールや，オフ
セット枚葉印刷機の反転ロールの門型マシニン
グセンター加工において，高精度部品加工を要
求される加工技能を有している。また工具改善
や班員の考案改善を推進し，生産効率の増進，
安全確保に寄与した。

大畑　充宏 板金工 29 マツダ（株） 技能五輪板金職種の選手として，全国大会で第
１位，国際大会で銀メダルの功績を遺した。特に
手板金加工作業において，手のひらで銅版表面
をさすり，極微小な凹凸・ひずみを瞬時に感じ取
り良否の判定ができる技能や，成形加工におい
て様々な工具を自在に使い分け，いろいろな部
位の形状を短時間で成形できる技能に優れてい
る。平成30年度厚生労働大臣表彰受賞（現代の
名工）

金川　和久 金属熱処理工 29 株式会社ナガト コイルと部品及び冷却装置との相対位置を一定
とする「治具一体型コイル」を作製し，段替え誤
差の低減を図った。高周波焼入コイルの設計，
作製処理条件設定及び製造経験を生かした作
業者目線での品質保証ができる技術は，卓越し
ている。

寺澤　啓毅 機械修理工 29 独立行政法人
造幣局広島支局

貨幣製造設備の保全業務に従事し，コイル検査
作業時における溶接センサーの誤感知をゼロに
する取組や，危険体感施設（安全道場）の設立
など数多くの業務改善を行い，さらに必要な部品
や治具を自らが設計・製作するなど，純正画一な
貨幣の安定的な供給に大いに貢献している。令
和元年度厚生労働大臣表彰受賞（現代の名工）

德岡　秋雄 宮大工 29 有限会社徳岡工務店 宮大工として数多くの寺社保存・再建・改修工事
に携わっており，県内外で約130件の建築に関
わった。伝統的な寺社建築の反り上がった軒，
屋根などの複雑な納まりを処理する際に欠くこと
のできない規矩術（きくじゅつ）の名手で，県内の
古建築修理に活かしている。

深井　トモ子 和服仕立職 29 株式会社勝矢和裁 和服仕立職・修理職に長年従事し，技能グランプ
リの和裁部門で金メダルを獲得した。また車いす
使用の方が着用しやすい二部式振袖や，洋装の
「シャーリング」をウエストに使用した二部式着物
など，いろいろな「きもの」の改良を考案してい
る。平成30年度厚生労働大臣表彰受賞（現代の
名工）



氏名 職種
表彰
年度

所属 技能功績の概要

山室　達也 冷間圧延工 29 ＪＦＥスチール㈱
西日本製鉄所
（福山地区）

薄板酸洗・圧延工程の操業に長年従事し，特に
操業改善・設備改善の技能に優れている。能力
拡大・品質向上・環境改善の様々な課題に対し
改善を実施し，酸洗ラインにおける鋼帯の表面
欠陥検出装置の開発など，４件の特許が登録さ
れている。

幡歩　博正 研ま盤工 30 株式会社ミツトヨ広島
事業所

精密測定機器の製造に従事し，門型平面研削盤
のガイド取付面を，ラップ作業により㎛単位で真
直精度の要求精度を満たすなどにより製品の合
格率飛躍的に向上させる高精度研削加工技能
を有している。令和元年度厚生労働大臣表彰受
賞（現代の名工）

筏津　敏雄 金属塗装工 30 マツダ株式会社 自動車ボディー外板表面の塗装吹付作業で，マ
イクロメートルレベルの均一な膜厚になるように
塗膜の変化を見極めながら吹付する技能や，塗
装表面の艶や肌の状態などから良否を見極める
技能を有している。
技能五輪の塗装職種において，国内大会，国際
大会で多数のメダルリストを育成している。国際
大会では競技の課題作成や審査等に携わって
いる。

上森　一成 数値制御金属工
作機械工

30 (株）ＩＨＩ航空宇宙事業
本部
呉第二工場

超難削材の合金が多く用いられる航空エンジン
部品製造について，開発・試作段階から量産段
階まで行える機械加工の第一人者である。形状
が複雑で，製品の剛性が低いなど難しい要素が
多いフレームケーシング部品においては，豊富
な経験と確かな知識に基づき、最適な加工条
件，加工方法を導き出し，安定した品質を確保す
る技術、技能を有している。

小堀　浩士 中華料理調理人 30 東洋観光株式会社ひ
ろしま国際ホテル

食材と調味料を専用袋に入れる「真空調理法」を
中国料理調理の伝統的技法に取り入れるため
の特別レシピを仕上げるとともに，細胞破壊を減
少させる冷凍法「プロトン凍結技術」を解凍時の
「とろみ」を再現させて実用化するなど，自身の
経験を基に，新たな技術を中国料理調理に応用
する技術，技能を有している。

南場　清 厚板制御保全工 30 ＪＦＥスチール株式会
社西日本製鉄所

厚板工場の電気・計装設備の管理に携わり，厚
板製造ラインにおけるポンプの吐出圧測定によ
る異常検出技術の確立など，3件の特許・実用新
案登録を含む技術開発を行うなど，安定的な設
備維持管理の仕組みづくりや，製造能力拡大・
品質向上のための知識と技能を有している。

矢野　裕次 金属熱処理工 30 ＪＦＥスチール株式会
社西日本製鉄所

薄板連続焼鈍工程の操業に従事し，安全・生
産・品質・コストの観点から自らの知識・技能を基
に，高精度な引張強度を担保するための製造条
件（焼き入れ温度，ライン速度，成分等）の最適
値を確立するなど，３つの特許を含む多数のライ
ン稼働の改善案を実行してきている。

幸田　恒弘 表具師 30 有限会社コウダ 鉄筋コンクリート建造物のコンクリート下地に直
接クロス(壁装)を施工する，現在の標準工法に
なっている直貼り工法において，液状セメントに
よる下地調整をすることを考案するなど，直貼り
工法の開発・普及に努め、数多くの実績を残して
いる。
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落岩　國見 表具師 Ｒ元 東洋額装株式会社 　書画の修復にあたって，作品の劣化状況の分
析、劣化に応じた下処理、保護、作業工法など
の作業を行う技術・技能を有するとともに，試作
品作成・改良にかかわって3件の実用新案を考
案している。
　また，分析・データの収集・マニュアル作成など
によりノウハウを蓄積するとともに，技能検定受
験に係る指導を行い，伝統技術・技能の継承と
後進の育成を行っている。

桑野　次郎 旋盤工 Ｒ元 ㈱ＩＨＩ航空・宇宙・防
衛事業領域呉第二工
場

　超難削材であるチタン合金等を素材とした航空
エンジンの部品を，薄く複雑な形状に高精度で
加工するとともに，表面性状の健全性を確保す
る技術・技能を有している。
　また，CNC機械オペレーターの第一人者として
後進育成に尽力し，航空エンジンのものづくり技
術の根幹を作り上げ、牽引してきた第一人者で
ある。

濱本　英樹 機械込造型工 Ｒ元 マツダ株式会社 　生産ラインや各種鋳造方案の設計，模型及び
鋳型を製作する知識，技能のほか，五感を用い
て鋳物砂や鋳型の異常を判断し，異常を改善す
る知識，技能を有するとともに，様々な改善を行
い，自動車業界の発展に貢献している。
　また，自身のスキルを標準化させた作業手順
書、標準作業票などにより，後継者に指導・育成
している。

藤川　達也 打抜成形プレス
工

Ｒ元 独立行政法人造幣局
広島支局

　金属板の圧穿・圧縁工程での圧力・速度の調
整と圧縁用金型を組み立てる技巧や，焼鈍・洗
浄・乾燥工程での焼鈍の温度や時間、洗浄液濃
度や浸漬時間を管理する知識を有するとともに，
不全円形を除去する検出装置を１μｍ単位で調
整する技能を有する。

藤田　比瑞留 製鋼工 Ｒ元 ＪＦＥスチール㈱西日
本製鉄所（福山地区）

　銑鉄に含まれる不純物を取り除く製鋼工場の
転炉工程に従事し，吹錬や炭素や冷却材の調整
により，目的の成分規格に調整する知識と技能
を有するとともに，特許登録を含め，転炉操業の
安全・生産・品質・コストの観点で様々な改善を
実行し，鉄鋼業界の操業技術向上に貢献してき
た。

松本　和三 機械修理工 Ｒ元 ＪＦＥスチール㈱西日
本製鉄所（福山地区）

　鉄鋼業で使用する各種ユーティリティ(ガス・蒸
気・圧縮空気・水等)設備の保守管理に従事し，
貯蔵設備や圧送設備，移送設備などの機械設
備全般の構造、機構、材質などの知識を有する
とともに，機械の点検・補修時期や移送設備の
更新時期の最適化など，ユーティリティ設備の安
定稼働と適正管理のための設備保全の技能を
有している。

髙浦　卓臣 製銑工 R2 ＪＦＥスチール㈱西日
本製鉄所（福山地区）

製鉄所内のほぼすべての高炉操業管理に携わ
り，高炉炉内の複雑な反応状態を把握して調整
を行う制御技術と，溶銑滓の表面輝度等の目視
情報を基に，炉内の反応状況変化を把握する技
能を有し，総合的な操炉判断を行うことができ
る。

小川　淳 金属熱処理工 R2 ＪＦＥスチール㈱西日
本製鉄所（福山地区）

連続焼鈍工程、及び鍍金の操業管理に携わり、
安全・生産・品質・コストの観点で改善案を実行
する技能を有し，製鉄所の連続焼鈍ラインの鋼
板蛇行対策による月間生産量日本記録を達成
などの行うとともに，自ら確立した連続焼鈍の技
術・技能を後進に指導している。
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松本　正志 金属熱処理工 R2 マツダ(株） 部品の耐久性に大きく影響するガス浸炭熱処理
において，炉内の温度・雰囲気，処理時間等の
90種類に及ぶ条件設定を行い高精度な商品を
造り込む技術を有するとともに，熱処理後の品質
確認において，金属材料を冶金的に組織判定す
る検査により熱処理の良し悪しを判定する技能
を有する。

菅田　竜也 旋盤工 R2 (株）ミツトヨ広島事業
所志和生産部

マイクロメータの特注品の部品加工において，特
注仕様の図面を理解して，材料手配，部品完成
までの各加工工程の寸法及び工程順等の設
計，部下への作業指導を行うことで，品質管理を
徹底し，いかなる難易度が高い製品に対応でき
る知識・技能を有する。

福村　文良 数値制御金属工
作機械工

R2 (株）ＩＨＩ航空宇宙防衛
事業領域呉第二工場

特殊な超難削材を薄く複雑な形状に加工するた
めに，数値制御金属工作機械のほか，旋盤，中
ぐり盤，フライス盤，研ま盤，金属特殊加工機を
活用し，最適な加工方法，加工条件を導き出し，
加工音の僅かな変化などから，異常を事前に察
知して，1㎛単位の高精度な寸法公差を満足させ
る技能を有する。

落合　正 アーク溶接工 R2 山九(株）東中国支店 溶接姿勢や溶接個所の材質・状態，溶接材の選
定，溶接個所への入熱による材質への影響や変
形，適切な電流・電圧値など主要要素を考慮し，
適切に電気溶接を行う技能のほか，仕様が定
まっていない突発的な補修において，知識や経
験を基に主要要素を考慮し，的確な溶接条件と
作業計画を立案・実行する技能を有している。

藤原　光夫 生産設備保全工 R2 ＪＦＥスチール㈱西日
本製鉄所（福山地区）

製銑工程から最終製品工程までの当地区にお
けるほとんどのエリアで機械保全統括職に就任
し，安定的な設備稼働に貢献して来ただけでな
く，設備を継続的に維持・管理できる仕組み作り
を行なう技能を有している。

田中　秀治 電気機械器具保
守員

R2 （独行）造幣局広島支
局

貨幣製造設備の定期点検の保守を行うととも
に，溶解設備の故障時に原因特定・修理を速や
かかつ適切に実施するほか，生産設備ごとに異
なる設備固有の特性を見極めた上で問題点を洗
い出だし，効率的でより安全な設備改善を行う知
識と技能を有している。

山中　武則 表具師 R2 インテリア山中 表具師として，材料や下地から，施工後の仕上
がりを完全にイメージするとともに，材料等の制
約がある中で，与えられた状況で繊細な技を駆
使する技能のほか，下地の極僅かな歪みが表
面に表れる金箔貼では，決して折り目をつけず，
糊付けをしたら金箔が柔らかくなるため迅速に作
業する技能を有する。


